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小笠原の花・木・鳥・魚 
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令
和
７
年
９
月
４
日
任
期
満
了
に
伴
い
小
笠
原
村

長
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

【告
示
日(

立
候
補
受
付
日)

】８
月
19
日(

火) 

【投
票
日(

父
島)

】８
月
24
日(

日) 

【繰
上
げ
投
票
日(

母
島)

】８
月
23
日(

土) 

【開
票
日
】８
月
24
日(

日) 
 
 
 

【期
日
前
投
票
期
間
】 

 

８
月
20
日(

水)

～
23
日(

土) 

 

母
島
は
８
月
22
日(

金)

ま
で 

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
・事
前
審
査
の
日
程
は
、

村
民
だ
よ
り
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☏
２-

３
１
１
１ 

  

村
で
は
、
父
島
の
村
民
が
母
島
へ
、
母
島
の
村
民
が

父
島
へ
渡
航
す
る
機
会
の
増
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

互
い
の
島
を
よ
り
理
解
し
、
村
民
同
士
の
交
流
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
母
島
航
路
に
年
に
一

度
無
償
で
往
復
乗
船
で
き
る
「レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ス(

仮

称)

」の
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
村
民

だ
よ
り
６
月
号
、
ま
た
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
☏
２-

３
１
１
１ 

  

【日
時
】 

前
夜
祭 

６
月
28
日(

土)

午
後
６
時
～ 

当
夜
祭 

６
月
29
日(

日)

午
後
６
時
～ 

【場
所
】脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【そ
の
他
】 

○
記
念
花
火
は
当
夜
祭(

29
日)

で
実
施
し
ま
す
。

(

天
候
に
よ
り
打
上
げ
日
が
前
後
す
る
こ
と
あ
り)

な
お
、
今
年
の
花
火
は
５
０
０
発
の
打
ち
上
げ 

(

連
発
含)

を
予
定
し
て
い
ま
す
！ 

○
両
日
、
盆
踊
り
を
実
施
し
ま
す
。 

○
当
夜
祭
は
父
島
か
ら
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
宿
泊
の
ご
予
約
は
お
早
目
に
。 

  ●
問
合
せ
先 

 

母
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 

(

母
島
支
所
内) 

            

☏
３-

２
１
１
１ 

  

「父
島
返
還
祭
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
な
ど
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】６
月
28
日(

土)

午
後
５
時
か
ら(

雨
天
中
止) 

【場
所
】大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【募
集
内
容
】 

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト 

歌
、
踊
り
、
劇
、
演
奏
な
ど
返
還
祭
に
ふ
さ
わ
し
い

出
演 

※
出
演
希
望
者
数
が
多
数
の
場
合
、
出
演
時
間
帯
、 

持
ち
時
間
に
つ
い
て
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も 

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

《申
込
期
間
》５
月
23
日(

金)

ま
で 

◎
夜
店 

 
 

飲
食
、
物
販
な
ど
、
返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
け
る
屋
台
の
出
店
を
募
集
し
ま
す
。 

※
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合
も 

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
者
は
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
を
各
自
で
ご 

用
意
く
だ
さ
い
。 

※
照
明
設
置
の
た
め
、
テ
ン
ト
は
当
日
の
午
前
10
時

ま
で
に
設
置
く
だ
さ
い
。 

※
ご
み
の
減
量
と
持
続
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た

め
、
会
場
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い

ま
せ
ん
。 

 
 

来
場
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に
は
ご
自
身
で
お
持
ち

帰
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
屋
台
の
皆
様

に
も
、
販
売
し
た
容
器
な
ど
の
回
収
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

《申
込
期
間
》６
月
２
日(

月)

～
６
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

総
務
課 

総
務
係 

         

☏
２-

３
１
１
１ 

  

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
保
存
食(

ア
ル
フ
ァ
化
米)

と
保
存
水
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
賞
味
期
限
が
迫
る
父
島
の
保
存
食
と
保
存

水
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
配
布

し
ま
す
。 

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す 

◎
先
行
大
口
配
布 

【日
時
】５
月
12
日(

月)

、
13
日(

火) 

 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
午
後
４
時
ま
で 

【場
所
】奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

防
災
倉
庫  

※
箱
単
位
で
欲
し
い
方
の
み
の
配
布
で
す
。 

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
日(

金)

ま
で
に
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

(

当
日
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。) 

※
希
望
者
が
多
い
場
合
、
配
布
数
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

◎
小
口
配
布 

【日
時
】５
月
14
日(

水)

～ 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

【場
所
】村
役
場 

本
庁
舎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

☏
２-

３
１
１
１ 

    

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

の
防
災
無

線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】５
月
28
日(

水)

午
前
11
時
ご
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

☏
２-

３
１
１
１ 

ＮＯ.７８１ 

令和 7 年（２０２５) 

 5/１(木) 

小笠原 -OGASAWARA- 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

小
笠
原
村
長
選
挙
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
村
民
交
流
促
進
事
業 (

予
告) 

母
島
第
51
回
返
還
祭 

「
父
島
返
還
祭
」
参
加
者
募
集 

 

保
存
食
・
保
存
水
の
配
布(

父
島) 

 

防
災
無
線
に
よ
る
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

住民基本台帳登録者数(４/1) 

      2,401人 

      父島   母島         

 人口  1,988人  413人 

 世帯  1,192     256 

3月気象状況  (父島) 

最高気温 25.3℃ 

最低気温 12.4℃ 

平均気温 19.3℃ 

平均湿度 78％ 

月降水量 39.0mm 

.0.㎜ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

4/23現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 
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翌日、行幸啓の報告と共に両陛下が供花された花を硫黄島島民ゆかりの場所に供えてきました。  

慰霊後は、硫黄島関係団体の皆さんと懇談 

御出発 

鎮魂の丘にて慰霊 硫黄島島民祈念墓地公園にて慰霊 

 

⇑ 御到着   出迎える硫黄島航空基地隊司令 ⇒ 

御 説 明 

鎮魂の丘にて慰霊 やすらぎの塔の前にて説明 

 
 

                                

           

            

          

               

天皇皇后両陛下 硫黄島行幸啓 
4月7日、天皇皇后両陛下は、太平洋戦争末期の激戦地、小笠原村硫黄島を行幸啓され、戦後80年にあたって戦没者を慰霊されました。 

到着後、両陛下は、都知事、村長、厚労省事務次

官、海上幕僚長から硫黄島の墓参、遺骨収集、基

地などについて、また可知都立大名誉教授から南硫

黄島についての説明を受けられました。 

政府専用機で硫黄島に到着された両陛

下は、東京都や自衛隊他関係機関の出迎

えを受けられました。 

小笠原村からは渋谷村長、池田議長が

出迎えました。 

戦後８０周年特集ページ 

両陛下は、硫黄島に関することなどの説明をお受けになった後、硫黄島戦没者の碑（天山慰霊碑）、硫黄島

島民平和祈念墓地公園、鎮魂の丘を慰霊に回られました。 

小笠原村が整備した平和祈念墓地公園では、村長が御先導しながら島民墓地のあったとされるこの地に、

平和への願いを込めて公園を整備したことをお伝えしました。 

両陛下は献花台に花を供えられ、戦前に亡くなられた島民や、軍属として徴用され亡くなられた島民に

深々と拝礼されました。また慰霊後、公園内に建立されている「やすらぎの塔」、「慰霊碑」、「開拓の碑」の前

で、「やすらぎの塔」は平和を願うシンボルとして建立したこと、 「慰霊碑」は徴用されて亡くなった方々が慰

霊されており、参列した旧島民代表の曾祖父、祖父、叔父の名前が刻まれていること、「開拓の碑」には明治

25 年、硫黄採掘によって開拓がはじまり、サトウキビなどの栽培により発展したと刻まれていることを村長

から両陛下に説明しました。 

その後、両陛下は遺族関係団体と旧島民関係団体それぞれの代表とお会いになり、旧島民関係の皆さん

から戦前の穏やかな暮らしや強制疎開後の苦しい生活の様子などを話し、懇談されました。。 

最後に整列した自衛隊員や村長、議長にも丁寧に言葉をかけられ、硫黄島を後にされました。 
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小
笠
原
村
で
は
、
防
衛
省
の
協
力
に
よ
り
、
入
間
基

地
か
ら
の
自
衛
隊
航
空
機
を
利
用
し
て
、
「硫
黄
島
旧

島
民
」と
「小
笠
原
村
民
」を
対
象
に
し
た
訪
島
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

７
月
に
「小
笠
原
村
民
」を
対
象
に
し
た
訪
島
事
業

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。 

 
(

「硫
黄
島
旧
島
民
」を
対
象
と
し
た
訪
島
事
業
は
、

11

月
頃
の
実
施
に
向
け
て
防
衛
省
と
調
整
中
で

す
。) 

【日
程
】７
月
31
日(

木)

予
定 

 

午
前
７
時
30
分 

西
武
池
袋
線
「稲
荷
山
公
園
駅
」集
合 

 

午
前
９
時 

 
  

  

入
間
基
地
発 

 

午
前
11
時 

 
  

 

硫
黄
島
着 

 

午
後
１
時
～
５
時 

 

島
内
巡
拝 

 

午
後
５
時 

 
 
 
 
 

硫
黄
島
発 

 

午
後
７
時 

 
 
 
 
 

入
間
基
地
着 

 

午
後
７
時
20
分 

 

「稲
荷
山
公
園
駅
」解
散
予
定 

※
自
宅
～
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
宿
泊
費

は
各
自
負
担
。 

※
日
程
は
調
整
中
の
た
め
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

【移
動
手
段
】自
衛
隊
航
空
機(

入
間
基
地
～
硫
黄
島) 

【応
募
資
格
】 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
中
学
３
年
生
以
上
の

方
で
、
介
添
人
を
必
要
と
し
な
い
で
自
ら
の
健
康
管

理
の
で
き
る
方
。 

【募
集
人
数
】最
大
50
名 

(

１
世
帯
当
た
り
２
名
ま
で) 

※
応
募
多
数
の
場
合
の
優
先
順
位 

 
 

①
現
小
笠
原
村
中
学
３
年
生 

 
 

②
お
が
さ
わ
ら
丸
の
訪
島
事
業
で
上
陸
で
き
て
い

な
か
っ
た
平
成
29
年
度
以
降
の
当
時
小
笠
原

村
中
学
２
年
生
で
、
令
和
５
～
６
年
度
の
訪
島

事
業
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方 

 
 

③
村
主
催
の
硫
黄
島
訪
島
事
業
に
初
め
て
参
加

し
、
村
で
の
在
住
年
数
の
長
い
方 

【申
込
締
切
】５
月
23
日(

金) 

【申
込
方
法
】総
務
課
、
母
島
支
所
で
申
込
書
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。 

【費
用
】２
万
円 

(

燃
料
代
・昼
食
代
・保
険
料
等
一
部
負
担
金
と
し
て) 

※
現
小
笠
原
村
中
学
３
年
生
お
よ
び
、
お
が
さ
わ
ら

丸
の
訪
島
事
業
で
上
陸
で
き
て
い
な
か
っ
た
平
成

29
年
度
以
降
の
当
時
小
笠
原
村
中
学
２
年
生
で
、

令
和
５
～
６
年
度
の
訪
島
事
業
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
方
は
参
加
費
無
料 

※
参
加
決
定
後
送
付
す
る
納
付
書
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。 

【参
加
決
定
】 

６
月
中
～
下
旬
頃
に
案
内
書
と
共
に
通
知
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

【注
意
事
項
】 

○
輸
送
機
の
運
航
可
否
は
、
当
日
の
朝
に
判
明
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
中
止
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
宅
か
ら
集
合
場
所

ま
で
の
往
復
交
通
費
や
宿
泊
費
は
各
自
の
負
担
と

な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

☏
２―

３
１
１
１ 

     

小
笠
原
村
で
は
、
小
笠
原
海
運
主
催
「硫
黄
島
３
島

ク
ル
ー
ズ
」(

６
月
１４
日
、
１５
日)

の
参
加
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。 

 

本
年
度
は
戦
後
80
年
の
節
目
と
し
て
、
多
く
の
村

民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
、
補
助
率
を
４

分
の
１
か
ら
、
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
中
に
行
わ
れ
る
洋
上
慰
霊
祭
へ
、

村
民
の
方
も
参
列
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

【対
象
者
】令
和
７
年
５
月
１
日
現
在
、
小
笠
原
村
に

住
所
を
有
す
る
方 

【補
助
内
容
】 

 

父
島⇌

硫
黄
島
間
の
ク
ル
ー
ズ
代
金(

２
等
和
室)

の

２
分
の
１
を
後
日
支
給 

【事
前
確
認
】 

 

ク
ル
ー
ズ
中
の
洋
上
慰
霊
祭
に
参
列
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
５
月
30
日(

金)

ま
で
に
、
問
合
せ
先
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。(

参
加
人
数
把
握
の
為) 

  

ク
ル
ー
ズ
の
予
約
は
、
小
笠
原
海
運
へ
お
申
込
く

だ
さ
い
。 

【申
請
窓
口
】総
務
課
、
母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

※
申
込
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

【必
要
書
類
】 

 

①
小
笠
原
村
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
本
人

確
認
書
類(

免
許
証
・住
民
票
等)

の
写
し(

参
加

者
全
員
分) 

 

②
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
の
領
収
証
の
写
し(

参
加

者
全
員
分) 

 

③
口
座
振
替
依
頼
書(

申
込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
し

ま
す
。) 

【申
請
期
限
】６
月
17
日(

火)

ま
で 

【そ
の
他
】 

 

○
母
島
村
民
の
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
は
、

14
日(

水)

に
村
の
は
は
じ
ま
丸
チ
ャ
ー
タ
ー
便

(

無
料)

で
父
島
に
移
動
で
き
ま
す
。(

復
路
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。) 

 

○
硫
黄
島
旧
島
民
の
方
に
は
、
旧
島
民
向
け
の
案

内
を
直
接
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。 

 

※
ク
ル
ー
ズ
の
詳
細
は
、
「小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知

ら
せ
」９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

☏
２-

３
１
１
１ 

     

令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
、

戸
籍
の
記
載
事
項
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
追
加
さ
れ

ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
お
ら
ず
、
法
律
上
の
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

【通
知
予
定
日
】６
月
中
旬
頃 

【記
載
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
】 

①
本
籍
地
の
区
市
町
村
長
よ
り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る

予
定
の
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
郵
送
で
通
知
さ
れ
る
。 

 

《通
知
の
フ
リ
ガ
ナ
が
正
し
い
場
合
》 

…

届
出
は
不
要
。
届
出
を
し
な
く
て
も
通
知
の

と
お
り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
。 

 

《通
知
さ
れ
た
フ
リ
ガ
ナ
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
》 

…

②
へ 

②
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
オ
ン
ラ
イ
ン(

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル)

を
利
用
。 

 

○
本
籍
地
の
市
区
町
村
へ
届
書
を
郵
送
。 

 

○
本
籍
地
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
届
書
を
提
出
。 

 
 

《届
出
期
間
》 

 
 
 

令
和
７
年
５
月
26
日
～ 

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で 

※
令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
に
届
出
が
な
か
っ
た
場

合
は
、
当
初
に
通
知
さ
れ
た
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が

戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。 

【そ
の
他
】 

○
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
に
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
届
出
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
罰
則

や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
こ
の
届
出
に
関
し
て
法
務
省
や
市
区
町
村
に
金
銭

を
支
払
う
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
詐
欺
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
制
度
の
詳
細
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 
 

  

●
問
合
せ
先 

 
 

法
務
省 

民
事
局  

☏
０
３-

３
５
８
０-

４
１
１
１ 

 
 

村
民
課 

住
民
係 

 
 
 
 
 
 
 

☏
２―

３
１
１
３ 

   

硫
黄
島
訪
島
事
業(

村
民
向
け)

参
加
者
募
集 

「
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
」 

参
加
費
を
補
助
し
ま
す 

戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に 

な
り
ま
す 
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い 

 



 NO.781 令和 7(2025)年 5 月 1日(木)              編集・発行 小笠原村総務課 

 

-4- 

 
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険(

国
保)

制

度
改
正
に
伴
い
、
小
笠
原
村
は
東
京
都
へ
国
保
事
業

費
納
付
金
を
納
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
納
付
金
は
小

笠
原
村
の
過
去
３
年
度
分
の
所
得
水
準
、
医
療
費
水

準
を
反
映
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
村

の
医
療
費
は
、
都
内
区
市
町
村
中
１
番
低
い
で
す
が
、

今
後
も
医
療
費
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
医
療
の
適
正

受
診
や
予
防
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

             

○
急
患
以
外
の
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ

う
。 

 

休
日
に
薬
が
切
れ
て
し
ま
う
な
ど
事
前
に
わ
か
る

場
合
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。 

○
治
療
の
前
に
予
防
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。 

 

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
す
る
た
め
に
、
年
１
回
の
健
康
診
断
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。 

小
笠
原
村
国
保
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

特
定
健
診
を
毎
年
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。(

実
施

時
期
に
つ
い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。) 

 

特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ

た
方
は
、
自
分
の
体
の
状
況
の
把
握
と
病
気
予
防
の

た
め
、
必
ず
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

☏
２―

３
１
１
３ 

 

◎
退
職(

失
業)

に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

  

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職(

失
業)

さ

れ
る
と
、
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
、
月
額
１
７
，
５
１
０
円(

令
和
７
年
度
の
金
額)

の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

 

特
例
免
除
制
度
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
退
職(

失
業)

し
た
月(

月
末
退
職
の
場
合
は
翌
月)

か
ら
、
退
職(

失
業)

し
た
年
の
翌
々
年
の
６
月
ま
で

の
期
間
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

 

 
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者

本
人
・配
偶
者
・世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は
、
審

査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て

審
査
を
行
い
ま
す
。 

 

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

  

☏
２-

３
１
１
３ 

   
 

小
笠
原
村
で
は
、
硫
黄
島
飛
行
場
が
「特
定
防
衛

施
設
」(

※
１)

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
に
対

し
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
」(

※

２)

を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
内
容
や
交
付
額
に
つ
い
て
は
小
笠
原
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

※
１ 

ジ
ェ
ッ
ト
飛
行
場
な
ど
、
そ
の
設
置
又
は
運
用

が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
や
開
発
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
防
衛
施
設
の
こ
と
。 

※
２ 

「特
定
防
衛
施
設
」の
設
置
又
は
運
用
に
伴
う

影
響
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
、
周
辺
市
町
村
が
行

う
公
共
用
の
施
設
の
整
備
又
は
そ
の
他
の
生
活
環

境
の
改
善
若
し
く
は
開
発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与

す
る
事
業
に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

交
付
金
。 

 
 
(

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
第
９
条
に
基
づ
く
交
付
金) 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

財
政
係 

☏
２―

３
１
１
２ 

    

次
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
期
限
内
に
申
請
い
た
だ
く
と
、

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

【対
象
】 

 

①
社
会
福
祉
法
人
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
団
体
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、
村
長

が
そ
の
活
動
に
公
益
性
を
認
め
る
団
体
が
、
そ

の
活
動
の
た
め
に
専
ら
使
用
す
る
も
の
。 

 

②
生
活
保
護
受
給
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど

で
、
村
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
。 

 

③
天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
村
長
が
認

め
る
も
の
。 

 
④
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
者
の
方

な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
自
動

車
な
ど
。(

身
体
障
が
い
者
等
１
人
に
対
し
て
１

台
に
限
る
。) 

【申
請
期
限
】６
月
２
日(

月)

ま
で 

【申
請
場
所
】財
政
課 
税
務
係
、
母
島
支
所 

※
減
免
要
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

☏
２-

３
１
１
２ 

   

５
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
１
期)

お
よ
び
軽
自
動
車

税(

種
別
割)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
・口
座
振
替
日
は
、
６
月
２
日(

月)

と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

☏
２―

３
１
１
２ 

    

毎
年
恒
例
の
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
。 

 

母
島
内
の
農
業･

漁
業･

商
工
・観
光
の
各
産
業
団

体
が
連
携
し
、
島
内
物
産
の
販
売
、
試
食
を
行
い
ま

す
。
今
年
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
試
食
販
売
、
島

魚
料
理
や
亀
煮
・島
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
な

ど
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
母
島
の
味
覚
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。 

※
車
で
の
来
場
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

 

５
月
４
日
（日
） 

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分
ご
ろ 

※
物
産
は
売
り
切
れ
次
第
終
了 

【場
所
】 

  

小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所 

駐
車
場
内  

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 

☏
３―

２
１
１
１ 

 

 

年度 
一人当たりの

医療費金額 

被保険者数 

(年度末) 

平成 29 年度 225,740 円 1,031 人 

平成 30 年度 210,819 円 999 人 

令和元年度 217,672 円 982 人 

令和２年度 212,868 円 945 人 

令和３年度 214,910 円 908 人 

令和４年度 246,360 円 877 人 

令和５年度 255,242 円 865 人 

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費 

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 

「
母
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業 

 
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免 

 

今
月
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日 
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歳　入

6,778,193 千円

歳　出

6,778,193 千円

（割合は小数点１位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならないことがあります）

●会計別予算額

金額（千円） 前年比（千円） 増減率

6,778,193 256,356 3.9

371,853 2,326 0.6

18,857 △ 46,704 △ 71.2

117,462 15,519 15.2

202,863 △ 6,705 △ 3.2

49,836 2,973 6.3

648,600 △ 21,102 △ 3.2

347,492 △ 72,672 △ 17.3生活排水処理事業会計

国民健康保険特別会計

一般会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業会計

宅地造成事業特別会計

介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

令和７年度 小笠原村の予算

村税

487,074千円
7.2%

地方譲与税及

交付金等

148,994千円

2.2%

国有提供施設

等所在市町村

助成交付金

135,322千円
2.0%

地方特例

交付金

744千円
0.0%

地方交付税

1,806,080千円
26.6%

分担金及負担金

9,427千円
0.1%

使用料及手数料

205,856千円
3.0%

国庫支出金

932,160千円
13.8%

都支出金

1,745,707千円
25.8%

財産収入

71,263千円

1.1%

繰入金

652,642千円
9.6%

村債

458,400千円
6.8%

その他

124,524千円
1.8%

一般会計歳入予算

議会費

68,879千円
1.0%

総務費

1,534,475千円
22.6%

民生費

840,955千円
12.4%

衛生費

1,594,987千円

23.5%

農林水産業費

343,173千円

5.1%

商工費

533,598千円
7.9%

土木費

423,522千円
6.2%

消防費

21,622千円
0.3%

教育費

1,135,057千円
16.7%

公債費

185,849千円
2.7%

その他

96,076千円
1.4%

一般会計歳出予算

【歳入の主な増減（前年度比）】

●村税（2.6%の増）

前年度の定額減税により個人村民税の増、固定資産税の減価償却によ

る減などがあり、村税総額で12,239千円の増額となっています。

●地方交付税（1.5%の増） 地方特例交付金（96.6％の減）

すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付する

ものです。国の地方財政計画による見通しから、交付税は前年度より

26,394千円の増額を見込んでいます。また地方特例交付金では、定額減

税に伴う措置が終了したことにより減額となっています。

●使用料及手数料（1.7%の減）

診療所収入や建設発生土処理手数料等の収入見込みにより総額で3,637

千円の減額となっています。

●国庫支出金（10.2%の減）

国庫補助金で、デジタル基盤改革支援補助金の増、小中学校施設整備

費の大幅な減などがあり、総額で105,767千円の減額となっています。

●都支出金（51.0%の増）

衛生費都補助金の減、農林水産業費や商工費の施設整備に係る都補助

金の増及び総合交付金の増見込により、総額で589,538千円の増額となっ

ています。

●繰入金（12.6%の減）

公共施設等整備基金繰入金で前年の学校整備による減と新発生土置場

整備の増により119,263千円の減、土地開発基金繰入金9,287千円の減と、

歳入不足を補うための財政調整基金繰入金66,266千円の増、観光振興基

金繰入金4,400千円の増があり、94,273千円の減額となっています。

●村債（28.4%の減）

村が施設建設や大規模事業を行う際に、財政上必要とする資金を国等

から借り入れる資金で、今年度は、役場庁舎整備債27,000千円、コミュ

ニティバス整備債13,500千円、一般廃棄物処理事業債126,900千円、道路

整備債17,800千円、学校整備債254,600千円、脱炭素化推進事業債18,600

千円を計上しており、前年との比較では182,000千円の減額となっていま

す。

【歳出の主な増減（前年度比）】

●議会費（2.4%の増）

議会運営に必要な経費です。旅費や人件費の増、印刷製本費の減など

があり、前年度より1,625千円の増額となっています。

●総務費（15.2%の増）

主に行政運営に必要な経費です。庁舎管理経費、総合行政システム経

費、海路アクセス改善事業費の増、沖ノ鳥島視察事業費や世界自然遺産

保全管理事業費の減などがあり、前年度より202,083千円の増額となって

います。

●民生費（37.2%の減）

障がい者、高齢者、児童等の福祉のための経費です。母島児童福祉施

設整備費の減が大きく、医療助成費や有料老人ホーム運営事業費の増な

ど、前年度より497,959千円の減額となっています。

●衛生費（4.4%の増）

保健衛生や生活環境対策、ごみ処理等のための経費です。クリーンセ

ンター運営管理事業費や診療所運営事業費の増があり、前年度より

67,221千円の増額となっています。

●農林水産業費（44.3%の増）

農業及び水産業振興のための経費です。農業振興施設整備事業補助金の

増により、前年度より105,434千円の増額となっています。

●商工費（181.2%の増）

商工業、観光事業のための経費です。エコツーリズム普及啓発拠点整

備事業費が大きく、また観光団体支援事業費の増や施設管理費の減など

により、前年度より343,859千円の増額となっています。

●土木費（122.0%の増）

道路建設や公園整備、まちづくりのための経費です。土石等仮置場管

理事業費の増、道路整備費の増があり、前年度より232,764千円の増額

となっています。

●消防費（1.0%の増）

主に消防団に要する経費で、消防施設管理事業費の増、消防事務費の

減により、前年度より217千円の増額となっています。

●教育費（14.6%の減）

教育の充実やスポーツ・文化振興のための経費で、父島の小中学校整

備事業費の減が大きく、前年度より194,532千円の減額となっています。

また義務教育学校費が新設となっています。

●公債費（1.5%の減）

村債の任意繰上償還の影響などにより2,798千円の減となっています。

●その他（1.6%の減）

ふるさと寄附基金積立金の増、前年に農道維持管理基金積立金があっ

たことによる減など、前年度より1,558千円の減額となっています。

令和７年度予算につきましては、第４次総合計画及び小笠原諸島振興開発計画に基づく事業を中心に、以下の事項を重点施策として予算

編成を行いました。

【重点項目】

（１）航空路開設のための東京都との連携

（２）世界自然遺産地にふさわしい環境関連施策の推進

（３）小笠原の特色を活かした産業の振興

（４）良好な生活環境の創出と安全安心なまちづくり

（５）村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実

（６）嶋谷市左衛門顕彰事業の実施、硫黄島訪島事業の充実、終戦８０周年記念事業の実施

一般会計は総額67億7,819万3千円で、前年度当初（65億2,183万7千円）と比較すると2億5,635万6千円、3.9％の増となっています。

※簡易水道事業会計及び生活排水処理事業会計は、令和６年度から公営

企業法適用となったことに伴い、収益的支出及び資本的支出の合計額によ

り比較しています。
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第
８
期
就
農
者
を
募
集
し
ま
す
。 

小
笠
原
村
で
は
、
硫
黄
島
旧
島
民
の
就
農
と
農
業

者
の
経
営
規
模
の
拡
大
・農
地
の
安
定
確
保
を
支
援

し
、
硫
黄
島
旧
島
民
定
住
促
進
と
一
般
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
平
成
３０
年
１０
月
か
ら
蝙
蝠
谷
農
業
団

地
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

【応
募
資
格
】 

次
の
①
～
②
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

 

①
硫
黄
島
旧
島
民
で
、
就
農
意
欲
が
あ
り
、
就
農
を

許
可
し
た
日
以
降
に
母
島
に
在
住
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。 

 

②
硫
黄
島
旧
島
民
以
外
の
場
合
は
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
こ
と
。  

 
 
(

１)

小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。 

 
 
(

２)

就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
に
母
島
に
居
住

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

(

３)

申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農

業
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
実
績
が
あ

る
こ
と
又
は
農
作
業
従
事
者
と
し
て
３
年

以
上
の
実
績
が
あ
る
こ
と
。 

 
  (

４)

農
地
の
安
定
確
保
又
は
規
模
拡
大
を
望
ん

で
お
り
、
意
欲
的
に
就
農
で
き
る
こ
と
。 

※(

３)

の
農
業
経
営
主
の
実
績
及
び
農
作
業
従
事

者
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

【募
集
人
数
】３
名 

【区
画
条
件
】 

        

※
貸
付
開
始
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

※
使
用
料
は
都
内
農
地
賃
借
料
の
直
近
１
年
間
の
平

均
額
に
準
じ
て
お
り
、
毎
年
見
直
し
ま
す
。 

【使
用
期
間
】最
長
10
年
間 

(

更
新
に
関
す
る
規
定
あ
り) 

【応
募
期
間
】５
月
16
日(

金)

ま
で 

【応
募
方
法
】 

応
募
書
類
、
募
集
要
項
は
産
業
観
光
課
、
母
島
支

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

     

☏
２-

３
１
１
４ 

   
 

平
成
13
年
よ
り
24
年
間
の
永
き
に
渡
り
、
小
笠

原
村
の
消
防
防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
赤
石

一
昌
氏
が
３
月
末
日
を
も
っ
て
団
長
職
を
ご
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。
長
年
の
功
績
に
対
し
、
消
防
庁
と
日
本
消

防
協
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。  

 

赤
石
氏
に
は
そ
の
功
績
に
対
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

後
任
の
団
長
に
は
、
佐
々
木
英
樹
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。
今
後
も
小
笠
原
村
消
防
団
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

【退
任
】赤
石 

一
昌(

令
和
７
年
３
月
31
日
付) 

 

【新
任
】佐
々
木 

英
樹(

令
和
７
年
４
月
１
日
付) 

      

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係   

☏
２-

３
１
１
１ 

     

   

現
在
、
小
笠
原
村
で
は
、
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【保
育
士
】随
時
採
用 

【介
護
福
祉
士
】８
月
採
用 

【看
護
師
】９
月
採
用 

【施
設
調
理
】９
月
採
用 

 

詳
し
く
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
職
員
募
集

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。 

要
項
は
村
役
場
総
務
課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

☏
２‐

３
１
１
１ 

    

【仕
事
内
容
】 

 

《デ
イ
サ
ー
ビ
ス
》送
迎
、
入
浴
介
助
、
排
泄
介
助
、 

利
用
者
様
の
見
守
り 

 

《訪
問
介
護
》生
活
援
助
、
身
体
介
護 

【資
格
】 

 

初
任
者
研
修
以
上
、
運
転
免
許 

【勤
務
時
間
】 

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
都
合
の
良
い

時
間 

【休
日
】 

 

基
本
は
、
土
・日
・祝
日
・年
末
年
始 

 

訪
問
介
護
の
場
合
は
土
日
・祝
日
勤
務
し
て
く
れ
る

方
大
歓
迎 

【時
給
】 

 

《デ
イ
サ
ー
ビ
ス
》１
，
３
０
０
円
～ 

 

《訪
問
介
護
》１
，
６
０
０
円
～ 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

明
老
会(

父
島)

高
野         

☏
２-

３
９
１
１ 

 

(

母
島)

土
居 

 
 
 
 
 
 

☏
３-

７
３
７
３ 

 

   

完
成
を
間
近
に
控
え
た
小
笠
原
小
・中
学
校
の
新
体

育
館
・プ
ー
ル
棟
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。
学
校
の

教
育
活
動
の
ほ
か
、
避
難
場
所
、
各
種
行
事
、
施
設
開

放
等
で
も
使
用
す
る
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

館
内
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【公
開
日
時
】５
月
６
日(

火
・祝)

午
前
９
時
～
正
午 

【出
入
口
】小
中
学
校
正
門
付
近 

【見
学
方
法
・注
意
事
項
】 

○
公
開
時
間
中
は
館
内
に
自
由
に
出
入
り
が
で
き
ま

す
。
ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

○
館
内
は
土
足
禁
止
で
す
。
上
履
き
・ス
リ
ッ
パ
等
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

○
全
体
説
明
等
は
行
い
ま
せ
ん
。
質
問
等
は
館
内
に

い
る
担
当
者
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

○
安
全
管
理
上
、
１
階
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
立
ち

入
り
が
で
き
ま
せ
ん
。
プ
ー
ル
は
２
階
の
観
覧
エ

リ
ア
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
両
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

    

☏
２-

３
１
１
７ 

 
 

     

１
学
期
の
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・地

域
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

◎
小
笠
原
中
学
校 

【日
程
】５
月
７
日(

水)

～
10
日(

土) 

【時
間
】 

 

午
前
８
時(

朝
読
書)

～
午
後
６
時(

部
活
動
終
了
・

最
終
下
校) 

「
蝙
蝠
谷
農
業
団
地
」
第
８
期
就
農
者 

の
募
集(

母
島) 

 

 

使用料年額 

（円） 

面積 

（㎡） 

区

画 

5,262 641.78 5 

12,309 1,501.16 9 

12,561 1,427.46 16 

 

新
消
防
団
長
の
就
任
の
お
知
ら
せ 

 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

 

明
老
会
パ
ー
ト
職
員
募
集 

(

父
島
・
母
島) 

 

新
体
育
館
・
プ
ー
ル
棟
見
学
会(

父
島) 

 

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ(

父
島) 
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《授
業
時
間
》午
前
８
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分
／

午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
５
分 

《水
曜
日
》午
後
２
時
05
分
ま
で(

５
時
間
授
業) 

《土
曜
日
》午
後
０
時
10
分
ま
で(

４
時
間
授
業) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 

☏
２-

２
５
０
２ 

 

◎
小
笠
原
高
等
学
校 

【日
程
】５
月
７
日(

水)

～
１３
日(

火) 

【時
間
】 

《１
時
限
目
》午
前
８
時
２０
分
～
９
時
１０
分 

《２
時
限
目
》午
前
９
時
２０
分
～
１０
時
１０
分 

《３
時
限
目
》午
前
１０
時
２０
分
～
１１
時
１０
分 

《４
時
限
目
》午
前
１１
時
２０
分
～
午
後
０
時
１０
分 

《５
時
限
目
》午
後
１
時
３０
分
～
２
時
２０
分 

《６
時
限
目
》午
後
２
時
３０
分
～
３
時
２０
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校  

☏
２-

２
３
４
６ 

  

千
代
田
区
教
育
委
員
会
と
本
村
教
育
委
員
会
は
、

令
和
５
年
８
月
に
「学
校
教
育
に
係
る
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。 

本
村
と
学
校
教
育
に
係
る
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
千
代
田
区
立
中
学
校
の
生
徒
が
夏
季
休
業
期
間
中

に
本
村
を
訪
れ
、
自
然
体
験
交
流
事
業
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

つ
い
て
は
、
来
島
時
に
行
わ
れ
る
海
域
ツ
ア
ー(

ド

ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
南
島
・海
域
公
園
遊
覧)

に

同
行
し
、
自
然
体
験
や
中
学
生
交
流
を
行
う
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。 

【対
象
者
】本
村
在
住
の
中
学
生 

【募
集
人
数
】５
人 

※
応
募
人
数
が
募
集
数
を
超
え
た
場
合
は
、
父
島
３

人
・母
島
２
人
の
枠
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
の

中
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】８
月
２１
日(

木) 

午
前
８
時
集
合
・午
後
４
時
解
散
予
定 

【集
合
・解
散
場
所
】父
島 

青
灯
台
岸
壁 

【費
用
負
担
等
】 

①
海
域
ツ
ア
ー
の
参
加
費
・昼
食
代
は
村
が
負
担
し

ま
す
。 

②
母
島
の
生
徒
に
は
、
参
加
者
本
人
分
の
は
は
じ
ま

丸
往
復
船
賃
と
前
後
２
泊
分
の
父
島
宿
泊
費(

上

限
１
泊
１
万
円)

の
実
費
負
担
額
を
支
給
し
ま
す
。 

【応
募
要
件
】 

①
千
代
田
区
の
中
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
め
る
生
徒 

②
母
島
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
父
島
滞
在
中
の
保
護

責
任
者
を
確
保
で
き
る
こ
と 

【応
募
方
法
】電
話
申
込
み 

【応
募
期
限
】６
月
２０
日(

金)   

【そ
の
他
】詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 
●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

      

☏
２-

３
１
１
７ 

        

日
本
赤
十
字
社
は
、
「人
道
」の
基
本
理
念
の
も
と
、

国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
等

の
国
際
人
道
法
の
精
神
に
則
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
国
の
内
外
に
お
い
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。 

 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
救
援
用
資
材
や
災
害
用
車
両
等
の
配

備
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

１
人
で
も
多
く
の
方
に
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【募
集
方
法
】 

《父
島
》 

 

父
島
婦
人
会
が
各
戸
訪
問
の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

小
笠
原
支
庁
、
村
役
場
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

《母
島
》 

 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
、
母
島
支
所
で
募
集
し

て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁 

総
務
課
行
政
担
当
☏
２-

３
２
３
０ 

小
笠
原
支
庁 

母
島
出
張
所 

 
 

☏
３-

２
１
２
１ 

村
役
場 

総
務
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
１ 

村
役
場 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

      

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率

が
４
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
変
更
前
に

借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の
利
率
に

つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

        

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
担
当
☏
２―

２
１
２
２ 

     

南
洋
踊
り
保
存
会
で
は
、
小
笠
原
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
、
南
洋
踊
り
披
露
・体
験
会

及
び
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。 

◎
南
洋
踊
り
披
露
・
体
験
会 

【日
時
】５
月
１１
日(

日) 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

※
踊
り
披
露
の
み
の
参
加
も
可
。 

◎
南
洋
踊
り
講
習
会 

【日
時
】 

①
５
月
１２
日(

月)

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

②
５
月
１３
日(

火)

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

③
５
月
１４
日(

水)

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

④
５
月
１５
日(

木)

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

※
講
習
会
は
連
続
で
な
く
て
も
参
加
可
。 

【会
場
】二
見
港
船
客
待
合
所 

※
申
込
不
要(

会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。) 

 

●
問
合
せ
先 

 

南
洋
踊
り
保
存
会
☏
０
９
０-

８
０
０
５-

８
６
４
０ 

  

【日
程
】５
月
20
日(

火) 

【時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
不
要 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

    

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

 
 
 
 
 
 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
。 

     

千
代
田
区
中
学
生
と
の
交
流
生
徒
の
募
集 

 

行
政
相
談
所
の
開
設(

父
島) 

 

日
本
赤
十
字
社 
会
費
募
集 

 

東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金 

貸
付
利
率
の
改
正 

 

南
洋
踊
り 

披
露
・
体
験
会
＆
講
習
会(

父
島) 

 

島
し
ょ
法
律
相
談 

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

2 4 2 2 4 6 2 4 　 1 1 3 5

7 9 11 7 9 9 11 13 7 9 11 4 6 8 8 10 12

14 16 18 12 14 16 16 18 20 14 16 18 13 15 17 19

21 23 25 19 21 23 23 25 27 23 25 18 20 22 22 24 26

28 30 26 28 30 30 28 30 25 27 29 29

※　斜線の日程（祝日)は、相談はお休みです。

※　「島しょ法律相談」は、令和7年度下半期にも実施します。

令和7年度　上半期　島しょ法律相談日　カレンダー

令和７年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

生
活
資
金

住
宅
資
金

商
工
業
資
金

漁
業
資
金

農
業
資
金

資
金
名

2
・
6
０
%

1
・
5
5
%

1
・
5
5
%

1
・
5
０
%

1
・
5
０
%

変
更
後
の
貸
付
利
率
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【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く) 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

 

東
京
都
生
活
文
化
局 

都
民
生
活
部
地
域
活
動 

推
進
課 

          

☏
０
３-
５
３
８
８-

２
２
４
５ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【日
程
】５
月
23
日(

金) 

【時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
２０
分
枠) 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

☏
０
３-

３
５
８
１-

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

 
 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

※
予
約
必
要 

【相
談
内
容
・時
間
】 

 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
４０
分
以
内) 

【母
島
】 

 

《日
時
》６
月
７
日(

土)

午
後
７
時
～
９
時 

 

《場
所
》母
島
支
所 

【父
島
】 

 

《日
時
》６
月
８
日(

日)

午
後
５
時
～
７
時 

 

《場
所
》村
役
場 

【予
約
受
付
時
間
】 

 

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☏
０
３-

３
５
９
５-

８
５
７
５ 

   

【日
時
】５
月
７
日(

水)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・解
雇
な
ど) 

 
○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

 
○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 
労
働
主
査 

☏
２-

２
１
０
２ 

 

       

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】５
月
８
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

身
長
・体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳
を

ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【対
象
者
】０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】５
月
20
日(

火)

受
付
時
間 

午
前
10
時
～

11
時 

【場
所
】母
島
診
療
所 

２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

       

☏
３-

２
１
１
１ 

   

【父
島
】 

 

《日
時
》５
月
１
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

 
 
 
 
 
 

６
月
５
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。 

【母
島
】 

 

《日
時
》５
月
１
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

       

６
月
５
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
ワ
ク
チ
ン
】 

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

  

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
   

母
島
支
所 

 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

    

標
準
的
な
接
種
年
齢
で
あ
る
中
学
校
１
年
生
の
方

に
は
、
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
接
種
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

 

《対
象
》小
学
校
６
年
生
～
高
校
１
年
生
に
相
当
す 

る
年
齢
の
女
子 

《期
間
》小
学
校
６
年
生
の
４
月
１
日
～
高
校
１
年
生

相
当
に
な
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で 

※
接
種
の
完
了
が
期
間
内(

約
６
か
月
か
か
り
ま
す)

に
終
わ
る
よ
う
、
計
画
的
に
接
種
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
。
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子
が

令
和
８
年
３
月
31
日
を
過
ぎ
た
場
合
、
自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

 

９
価H

P
V

ワ
ク
チ
ン(

シ
ル
ガ
ー
ド
９)

の
場
合 

《
15
歳
に
な
る
ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を
受
け
る
方
》 

１
回
目
接
種
後
６
か
月
を
あ
け
て
２
回
目
を
接
種

し
ま
す
。 

《
15
歳
に
な
っ
て
か
ら
１
回
目
の
接
種
を
受
け
る
方
》 

 

１
回
目
の
２
か
月
後
に
２
回
目
、
１
回
目
の
６
か
月

後
に
３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。 

【日
時
・場
所
】 

 

《父
島
》 

 
 

毎
月
第
４
木
曜
日(

１
月
は
第
５
木
曜
日) 

 
 

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 

《母
島
》 

 
 

毎
月
第
１
木
曜
日(

１
月
は
第
２
木
曜
日) 

 
 

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 
 

母
島
診
療
所 

【費
用
】無
料 

【予
約
締
切
】各
月
接
種
日
の
２
週
間
前
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

  
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

   

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
対
象
者

拡
大
の
経
過
措
置
は
令
和
６
年
度
で
終
了
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
７
年
度
以
降
は
、
村
内
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
に
の
み
予
防
接
種
の
助
成

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

(

父
島) 

 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

 

定
期
予
防
接
種(

５
月
・
６
月) 

 

子
宮
頸
が
ん(H

P
V

)

ワ
ク
チ
ン
接
種 

 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費 
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【接
種
対
象
者
】 

 
①
接
種
日
に
お
い
て
、
65
歳
の
方(

65
歳
の
誕
生

日
の
前
日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で) 

 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
身
の
回
り
の
生
活

を
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方 

※
助
成
対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、
認
定
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
前
に
村
民
課
福
祉
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
助
成
は
１
回
に
限
り
ま
す
。 

※
以
前
に
接
種
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

【自
己
負
担
額
】４
，
０
０
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係  

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

５
月
の
テ
ー
マ
は
、
父
島
・母
島
と
も
に 

「こ
い
の
ぼ
り
の
制
作
」で
す
。 

 

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

【父
島
】 

 

《対
象
者
》１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

 

《日
時
》５
月
22
日(

木) 

午
前
10
時
～
11
時
15
分 

 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・飲
み
物 

 

《申
込
締
切
》５
月
16
日(

金) 

 

《募
集
組
数
》最
大
10
組(

先
着
順) 

【母
島
】 

 

《対
象
者
》未
就
園
児
と
保
護
者 

 

《日
時
》５
月
７
日(

水)

午
前
10
時
～
11
時 

 

《場
所
》母
島
支
所
大
広
間 

  

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
飲
み
物 

  

《申
込
締
切
》５
月
２
日(

金) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課 

福
祉
係 

 
         

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
           

☏
３-

２
１
１
１ 

   

歯
科
衛
生
士
が
歯
の
磨
き
方
や
フ
ロ
ス
の
使
い
方
な

ど
実
技
を
交
え
て
お
話
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
】５
月
12
日(

月) 

《０
歳
～
１
歳
６
か
月
ク
ラ
ス
》 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

 

《１
歳
７
か
月
～
３
歳
ク
ラ
ス
》 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【申
込
締
切
】５
月
９
日(

金) 

【持
ち
物
】い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

 
●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
村
民
課 

福
祉
係            

☏
２-

３
９
３
９ 

   

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子

さ
ま
と
一
緒
に
ヨ
ガ
を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】５
月
12
日(

月) 

午
前
10
時
～
10
時
45
分 

対
象
：お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

午
前
11
時
～
11
時
45
分 

対
象
：お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【場
所
】母
島
支
所
大
広
間 

【事
前
申
込
】必
要 

【持
ち
物
】 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽
な
服
装 

(

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。) 

【締
め
切
り
】５
月
９
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

 
               

☏
３-

２
１
１
１ 

  

   

皆
で
楽
し
く
歩
い
て
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん

か
？
今
回
は
新
夕
日
ヶ
丘
ま
で
往
復
の
約
７
・３
キ
ロ

で
す
。
沈
む
夕
日
を
み
ん
な
で
見
ま
せ
ん
か
？
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
確
認
、
完
歩
証
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

《日
時
》５
月
25
日(

日) 

午
後
４
時
～
８
時(

４
時
集
合) 

《対
象
者
》６
歳
以
上
の
方 

《集
合
場
所
》母
島
支
所
駐
車
場 

《持
ち
物
》運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

《申
込
締
切
》５
月
23
日(

金) 

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
受
付
時
間
１
時
間
前
以
降
に
０
８
０-

８
８
６
７

-

３
４
３
２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 
           

☏
３-

２
１
１
１ 

   

小
笠
原
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
認
知
症
の
人
や
家
族

を
応
援
で
き
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
を
広
げ
る

為
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
出
前
講
座
で

開
催
し
ま
す
。 

５
名
様
以
上
を
目
安
に
集
ま
る
団
体
で
あ
れ
ば
出

前
講
座
を
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。 

会
場
や
時
間
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

【対
象
者
】 

住
民
の
方
、
地
域
の
企
業
、
団
体
活
動
に

携
わ
る
方
（金
融
機
関
、
商
工
会
、
宅
配

業
、
郵
便
局
、
学
校
な
ど
） 

【費
用
】 

無
料 

 
受
講
者
に
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

配
布
し
ま
す
。 

【講
師
】 

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト 

 

保
健
師 

梶
原 
輝
史 

 

【日
時
】 

出
前
講
座
の
開
催
日
時
は
応
相
談 

（講
義
自
体
は
１
時
間
３０
分
程
度
） 

 
 

 

●
問
合
せ
・申
込
み
先 

 
 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 

☏
２―

３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

保
健
師 

 
 
 
 
 

☏
３―

２
１
１
１ 

 
 

         

こ
こ
ろ
の
健
康
や
病
気
、
不
眠
や
、
飲
酒
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
等
へ
の
依
存
症
の
心
配
、
思
春
期
や
老
年
期
の
問

題
な
ど
、
精
神
科
医
が
個
別
に
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※
ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
、
職
場
の
方
等
か
ら
の
相

談
も
可
能
で
す
。 

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【日
時
・場
所
】 

《母
島
》 

 

６
月
７
日(

土)

午
後 

 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

２
階
会
議
室 

《父
島
》 

 

６
月
９
日(

月)

午
前
、
午
後 

 

６
月
10
日(

火)

午
前 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

１
階
相
談
室 

【費
用
】無
料 

【予
約
方
法
】申
込
先
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

【申
込
締
切
】５
月
30
日(

金)

ま
で 

※
６
月
８
日(

日)

午
前
に
精
神
保
健
に
関
す
る
講
演

会
を
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
村
民
だ
よ
り
６

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

☏
２-

２
９
５
１ 

 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ) 

育
児
学
級(

歯
科
の
会)(

父
島) 

育
児
学
級(
親
子
ヨ
ガ
教
室)(

母
島) 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

は
じ
め
よ
う
！ 

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

(

母
島) 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」 

 

保
健
所
「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」 
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全
て
予
約
制
で
す
。 

【事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
12
時
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》６
月
11
日(

水)

～
16
日(

月) 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
／ 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 
[

注
：６
月
11
日(

水)

午
前
中(

学
校
健
診)

・
12
日

(

木)

・
14
日(

土)

は
休
診
で
す] 

 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》６
月
８
日(

日)

・９
日(

月) 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
／ 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

[

注
：６
月
９
日
午
前
中(

学
校
健
診)

は
休
診
で
す] 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所  

☏
２-

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
   

母
島
診
療
所 

 
 
  

☏
３-

２
１
１
５ 

          

   

５
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
☏
２-

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

◎
５
月
９
日
父
島
発
お
が
さ
わ
ら
丸
の
出
港
時
間 

 

 
 

父
島
発 

５
月
９
日(

金)

午
後
３
時 

 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
代
船
「
さ
る
び
あ
丸
」
の 

竹
芝
・
父
島
出
港
時
間 

 
 

○
竹
芝
発 

５
月
20
日(

火)

午
前
10
時 

 
 
  

 
 
  

 
→

父
島
着 

21
日(

水)

午
後
３
時 

 
 

○
父
島
発 

５
月
22
日(

木)

午
前
10
時
30
分 

 

 
 
  

 
→

竹
芝
着 

23
日(

金)

午
後
３
時
３０
分 

 

お
乗
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
海
運     

☏
０
３-

３
４
５
１-

５
１
７
１ 

          

◎
夏
期
乗
船
券
の
村
民
優
先
発
売 

 

村
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を

お
早
め
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
民
の
皆
さ
ま
限
定
で
、
優
先
発
売
を
承
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

①
優
先
発
売
は
父
島
営
業
所
、
母
島
代
売
所
で
の
み

承
り
ま
す
。(

東
京
本
社
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

予
約
で
き
ま
せ
ん
。) 

 
 

 

②
優
先
発
売
期
間
中
は
、
村
民
以
外
の
同
時
予
約
お

よ
び
同
室
、
隣
席
希
望
は
承
れ
ま
せ
ん
。 

③
村
民
の
方
も
５
月
26
日(
月)

以
降
、
満
室
の
場
合

は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。 

 
 

④
公
平
性
確
保
の
た
め
、
予
約
は
１
名
に
つ
き
３
家

族
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

⑤
８
月
26
日
東
京
発
～
８
月
30
日
父
島
発
便
を
の

ぞ
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

                   
 

 
 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
㈱ 

父
島
営
業
所 

☏
２
ー
２
５
０
０ 

 
 

母
島
代
売
所(

母
島
農
協) 

 
 

☏
３
ー
２
３
３
１ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く
硫
黄
島
三
島
ク
ル
ー
ズ 

 

硫
黄
島
三
島
を
お
が
さ
わ
ら
丸
で
巡
る
ク
ル
ー
ズ

を
実
施
し
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
程
】 

６
月
14
日(

土)

午
後
７
時 

父
島
二
見
港
出
港
～ 

６
月
15
日(

日)

～
硫
黄
島
各
島
を
周
回
～ 

午
後
６
時
30
分
頃 

父
島
二
見
港
到
着 

※
各
島
は
船
上
よ
り
見
学
と
な
り
ま
す
。
上
陸
は
し

ま
せ
ん
。 

※
天
候
等
の
理
由
に
よ
り
時
間
変
更
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,476 等級 大人 小人 学生

61,380 52,520 30,690 (+2,548) 5,140 2,570 4,120

(+11,880) (+10,170) (+5,950) 17,200 (+1,190) (+590) (+960)

44,330 35,470 22,170 (+2,372) 6,170 3,090

(+8,580) (+6,870) (+4,290) 15,822 (+1,430) (+720)

33,400 26,720 16,700 (+2,182) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,470) (+5,170) (+3,230) 1,851

29,320 23,460 14,660 (+255)

(+5,680) (+4,540) (+2,840) 1,378 9,969

等級 村民 村民小人 身障者 (+190) (+1,521)

48,090 24,050 30,690 9,346

(+9,310) (+4,660) (+5,950) (+1,426)

31,040 15,520 22,170 8,723

(+6,010) (+3,000) (+4,290) 　※ただし、入港日は午前9時～ (+1,331)

23,380 11,690 16,700 　※昼休：午前11時30分～午後1時 998

(+4,520) (+2,260) (+3,230) 　※出港2時間前～出港までは乗船手続 (+152)

20,530 10,270 14,660 　　のみのため当日券以外の販売はい 753

(+3,980) (+1,990) (+2,840) 　　たしません。 (+115)

5月の燃料油価格変動調整金
※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
乗
船
の
７
日
前
ま
で
に
ご
購

入
く
だ
さ
い

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

区分 乗船日 発売日 備　考

7/19東京発から

8/30父島発まで

7/19東京発から

7/30父島発まで

8/1東京発から

8/30父島発まで

村
民

一
般

(

村
民
以
外

）

5/24.25の2日間に限り、
優先発売　　※１

5/27より一斉発売

6/9より一斉発売

小笠原村民（医療・
島学・在島障がい
者含）に限る

※1の発売日以降
の村民も同様

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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【参
加
費
】 

父
島
発
着
２
等
和
室
利
用 

大
人
２
万
３
千
円
、 

学
生
２
万
２
千
円
、
小
人
１
万
４
千
円 

※
船
内
で
の
食
事
代
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

※
上
級
船
席
を
ご
希
望
の
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

     

☏
２-

２
５
０
０ 

       

【世
界
自
然
遺
産 

小
笠
原
の
世
界
的
な
価
値
】 

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
遺
跡
、
景
観
、
自
然
な
ど
で
、

過
去
か
ら
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
人
類
共

通
の
宝
物
で
す
。 

海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原

で
は
、
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
多
く
の
固
有
の
生
き

も
の
や
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
独
自
の
「生
態
系
」が
、

生
物
の
進
化
を
示
す
典
型
的
な
見
本(

特
に
カ
タ
ツ

ム
リ
や
植
物)

と
し
て
、
世
界
的
な
価
値
を
持
つ
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
平
成
23
年
６
月
、
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

【小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

小
笠
原
在
来
の
生
き
も
の
は
外
来
種
の
影
響
に
よ

る
環
境
の
変
化
に
弱
く
、
こ
の
よ
う
な
生
き
も
の
を

守
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た

め
に
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

【内
地
か
ら
小
笠
原
に
戻
る
と
き
は
】 

○
小
笠
原
の
自
然
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ

る
植
物
や
動
物
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
持
ち
込
む
つ
も
り
は
な
く
て
も
、
土
に
紛
れ
て
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
土
付
き
の

苗
を
持
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
靴
底
に
泥
が

つ
い
て
い
た
ら
、
出
発
前
に
落
と
し
た
り
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

※
土
付
き
の
苗
木
な
ど
を
父
島
お
よ
び
イ
エ
シ
ロ
ア

リ
生
息
地
域(

沖
縄
・九
州
か
ら
関
東
の
太
平
洋
側

を
中
心
と
し
た
地
域)

か
ら
母
島
に
持
ち
込
む
こ

と
は
、
村
の
「イ
エ
シ
ロ
ア
リ
条
例
」で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。(

Ｐ
14
「母
島
で
の
土
付
き
苗
の
温
浴
」の

記
事
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。) 

【他
の
島
に
行
く
と
き
は
】 

父
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム

シ
と
い
う
外
来
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
よ
っ
て
、
固
有
の
カ

タ
ツ
ム
リ
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
母
島
で
は
ア
ジ
ア
ベ

ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
と
い
う
外
来
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
生
息

範
囲
を
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫
類
に
深
刻

な
打
撃
を
与
え
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
父
島
・母

島
・兄
島
か
ら
他
の
島
へ
侵
入
・拡
散
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。 

○
衣
服
、
手
荷
物
な
ど
に
外
来
植
物
の
種
が
付
着
し
、

他
の
島
へ
侵
入
・拡
散
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ポ
ケ
ッ
ト
や
カ
バ
ン
の
中
を
確
認
し
、
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。 

○
泥
の
中
に
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
が
紛
れ
込

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
靴

や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実
に
落
と
し

て
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
、
荷
物
の
中
な
ど
に

生
き
も
の
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
発
前
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。 

  

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
れ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係
☏
２‐

２
２
７
０ 

  

【ペ
ッ
ト
条
例
】 

 

ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
が
、
飼

い
主
か
ら
離
れ
野
生
に
放
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
貴
重

な
生
態
系
や
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
を
与
え
た
り
、

他
の
人
や
ペ
ッ
ト
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

村
で
は
ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
こ
と
で
、
ペ
ッ
ト
由

来
の
新
た
な
外
来
種
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
、
「小

笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例(

ペ
ッ
ト
条
例)

」に
お
い
て
、
次
の
４
つ
の
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

①
正
し
く
飼
っ
て
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う 

 

②
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
役
場
に
登
録
し
よ
う(

イ

ヌ
、
ネ
コ
の
他
、
鳥
、
魚
、
昆
虫
な
ど
も
含
む
。) 

 

③
持
ち
込
む
と
き
に
申
請
し
よ
う 

 

④
持
ち
込
め
る
種
類
を
確
認
し
よ
う 

 

※
ル
ー
ル
①
と
②
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー

ル
③
は
現
在
試
行
中
で
、
④
は
段
階
的
に
開
始

予
定
で
す
。 

 

小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
場
合
は
、
ル
ー
ル
①

を
踏
ま
え
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

 

○
適
正
な
頭
数
で
、
さ
い
ご
ま
で
大
切
に
飼
い
ま
し

ょ
う
。 

 

○
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

○
無
責
任
に
捨
て
な
い
、
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

 

○
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
室
内
や
工
夫
さ
れ
た
ケ
ー
ジ

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

 

○
移
動
や
散
歩
の
際
は
、
リ
ー
ド
・ケ
ー
ジ
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

○
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
や
身
元
確
認
、
し

つ
け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【家
畜
所
有
者
の
方
へ
】 

 
家
畜
の
所
有
者
は
都
道
府
県
知
事
に
家
畜
の
飼
養

に
つ
い
て
毎
年
、
定
期
報
告
を
す
る
こ
と
が
、
家
畜
伝

染
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

対
象
と
な
る
家
畜
は
牛
、
馬
、
豚
、
山

羊
、
鶏
、
う
ず
ら
な
ど
で
、
飼
養
頭
数
や

飼
養
目
的(

畜
産
、
教
育
：学
校
動
物
、
愛

玩
：ペ
ッ
ト
、
展
示
な
ど)
に
関
わ
ら
ず
全

て
の
所
有
者
に
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
報
告
様
式
な
ど
、
詳
し
く
は
東
京
都

産
業
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

東
京
都
産
業
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係
☏
２‐

２
２
７
０ 

     

弟
島
は
、
兄
島
の
北
側
に
位
置
す
る
無
人
島
で
す
。 

 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
小
笠
原
固
有

ト
ン
ボ
５
種
全
て
の
生
息
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
島

で
す
。
し
か
し
、
ト
ン
ボ
類
の
産
卵
場
所
と
な
る
沢
が

外
来
植
物
の
シ
ュ
ロ
ガ
ヤ
ツ
リ
に
覆
わ
れ
て
し
ま
い
繁

殖
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
ト
ン
ボ
類
の
保
全

を
目
的
と
し
た
シ
ュ
ロ
ガ
ヤ
ツ
リ
の
駆
除
を
行
い
ま

す
。 

       

【日
時
】５
月
10
日(

土) 

 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ご
ろ 

 

※
予
備
日
５
月
17
日(

土) 

 

※
天
候
・海
況
不
良
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

【集
合
・解
散
場
所
】宮
之
浜 

【作
業
場
所
】弟
島
の
林
内(

沢
の
中) 

【募
集
人
数
】
15
名
程
度(

事
前
申
込
制) 

【募
集
期
間
】５
月
８
日(

木)

午
後
５
時
ま
で 

(

定
員
に
な
り
次
第
締
切) 

【応
募
資
格
】 

 

①
高
校
生
以
上
の
方 

 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方(

目
安
と
し
て
、
高
山
経

由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
が
余

裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度) 

新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ
た
方
へ 

 

小
笠
原
で
生
き
も
の
を
飼
う
と
は 

 

弟
島
ど
ろ
ん
こ 

外
来
種
植
物
除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
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※
移
動
す
る
ル
ー
ト
は
、
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。 

【内
容
】外
来
植
物
の
駆
除
と
生
き
物
観
察 

※
沢
に
入
っ
て
作
業
を
す
る
た
め
、
か
な
り
濡
れ
た

り
汚
れ
た
り
し
ま
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
靴
下
は
予
備
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

※
ス
パ
イ
ク
足
袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で

な
い
方
は
貸
出
し
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

※
作
業
に
必
要
な
手
袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
草
刈
鎌
な
ど

は
貸
出
し
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
    

☏
２-

２
２
７
０ 

   

◎
小
笠
原
動
物
対
処
室
の
長
期
休
診(

獣
医
師
不
在)  

【休
診
日
】５
月
９
日(

金) 

～
６
月
２
日(

月)  

※
診
察
は
６
月
３
日(

火)

か
ら
再
開
し
ま
す
。 

 

◎
母
島
巡
回
し
つ
け
相
談 

 

小
笠
原
動
物
対
処
室(

父
島)

の
愛
玩
動
物
看
護
師

に
よ
る
犬
・猫
の
し
つ
け
相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
予

約
制
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

 

５
月
20
日(

火) 

午
前
10
時
30
分
～
正
午 

 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

５
月
21
日(

水) 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【費
用
】無
料 

【予
約
先
】 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

 
 
(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 

☏
２-

２
２
７
０ 

 
 

            

小
笠
原
村
で
実
施
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
の
直
近

３
年
間
の
対
策
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

【駆
除
結
果
】 

 
父
島
で
は
集
落
周
辺
の
山
域
を
中
心
に
イ
エ
シ
ロ
ア

リ
の
営
巣
を
探
査
駆
除
し
て
お
り
ま
す
。 

 

母
島
の
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
北
部
に
生
息
し
て
お
り
、

集
落
へ
の
群
飛
を
抑
え
る
た
め
、
山
域
で
駆
除
処
理

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

        

【家
屋
な
ど
の
点
検
結
果
】 

 

年
４
回
の
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
期
間
中
、
申
込
に
よ

り
無
料
で
点
検
し
て
い
ま
す
。
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
は
加
害

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
早
期
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

        

【奨
励
金
制
度
】 

 

防
蟻
処
理
を
行
う
こ
と
で
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
を
受

け
難
く
な
り
ま
す
。
制
度
の
詳
細
は
次
の
記
事
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

        

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係
☏
２-

２
２
７
０ 

   

小
笠
原
村
で
は
、
家
屋
の
シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
に
対

し
て
、
一
定
条
件
の
も
と
最
大
で
15
万
円
の
奨
励
金

を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
の
被
害
に
遭
う
家
屋
は
、
防
蟻
処
理
を
行

っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
シ
ロ
ア
リ
の
防
蟻
処

理
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

 

個
人
、
小
規
模
企
業
者(

※) 

※
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人
以
下(

宿
泊

業
お
よ
び
娯
楽
業
以
外
の
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
以
下)

の
法
人 

【奨
励
割
合
】 

個
人
３
分
の
２
／
小
規
模
企
業
者
２
分
の
１ 

【交
付
限
度
額
】 

 

１
棟
あ
た
り
15
万
円
／
５
年
間
で
最
大
30
万
円 

【防
蟻
処
理
施
工
業
者
】 

 
(

社)

日
本
し
ろ
あ
り
対
策
協
会
の
会
員
の
シ
ロ
ア
リ

業
者 

【そ
の
他
】 

○
５
年
間
の
建
物
修
復
費
用
の
保
証
付
き
家
屋
の
み

申
請
可 

○
村
役
場
に
申
請 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係
☏
２-

２
２
７
０ 

 

   

第
１
回
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
で
は
父
島
集
落
周
辺

と
、
母
島
北
部
・集
落
周
辺
で
、
群
飛
調
査
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
家
屋
点
検
期
間
中
に
は
、
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ

が
入
っ
て
い
な
い
か
の
点
検
や
、
敷
地
内
の
樹
木
に
イ

エ
シ
ロ
ア
リ
や
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
を
見
つ
け
た
場
合
、

無
料
で
駆
除
し
て
い
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

 

特
に
木
造
家
屋
は
被
害
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。 

 

な
お
、
点
検
を
利
用
す
る
場
合
、
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
家
屋
に
シ
ロ
ア
リ
が
付
き
に
く
く
な
る
防
蟻
処
理

や
家
屋
内
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
は
、
専
門
業
者
に
よ

る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。 

【申
込
期
間
】 

 

《母
島
》５
月
26
日(

月)

～
６
月
２
日(

月) 

 

《父
島
》６
月
９
日(

月)

～
19
日(

木) 

【家
屋
点
検
期
間
】 

 

《母
島
》５
月
30
日(

金)

～
６
月
２
日(

月) 

 

《父
島
》６
月
20
日(

金)

～
23
日(

月) 

 

※
日
曜
休 

【群
飛
調
査
期
間
】 

《父
島
・母
島
集
落
周
辺
》 

 

５
月
13
日(

火)

～
６
月
20
日(

金) 

《母
島
北
部
》 

 

５
月
21
日(

水)

～
６
月
12
日(

木) 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
生
活
環
境
係
☏
２-

２
２
７
０ 

       

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
実
績
報
告 

 

シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
の
奨
励
金 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業(

第
１
回) 

 

令
和
６
年

令
和
５
年

令
和
４
年

3
1
0

5
0
3

2
4
1

父
島

6
5

4
5

2
9

母
島

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
駆
除
処
理
数

(

箇
所

)

令
和
６
年

令
和
５
年

令
和
４
年

2
1

2
1

3
2

父
島

1 2 1
母
島

家
屋
も
し
く
は
敷
地
内
の
点
検
数

(

件

)

令
和
６
年

令
和
５
年

令
和
４
年

1
8

1
8

1
8

父
島

1 1 1
母
島

シ
ロ
ア
リ
防
蟻
処
理
奨
励
金
 
支
出
件
数

(

件

)

令
和
６
年

令
和
５
年

令
和
４
年

1
8

1
8

1
8

父
島

0 1 1
母
島
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小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ
ア

ー
の
安
全
対
策
と
し
て
観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く
ス

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と
連
携

し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
講
習

を
開
催
し
ま
す
。 

 

【講
習
実
施
期
間
（予
定
）】 

10
月
25
日
（土
）～
27
日
（月
） 

 
 
 

25
日 

 

午
後
１
時
～
９
時 

 
 
 

26
日
、
27
日  

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

※
そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す
。 

【受
講
申
込
み
期
間
】 

 
 

《申
込
期
間
》５
月
１
日
（木
）～
30
日
（金
） 

 
 

《用
紙
配
布
・受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課 

ま
た
は 

母
島
支
所 

 

【受
講
料
】４
万
４
千
円 

（合
格
者
は
登
録
料
等
別
途
５
千
円
程
度
必
要
で
す
。
） 

【事
前
泳
力
測
定
】 

 

７
月
中
（予
定
）に
次
の
内
容
の
事
前
泳
力
測
定

を
行
い
ま
す
。 

 
 

①
２
０
０
Ｍ
ク
ロ
ー
ル
（制
限
タ
イ
ム
４
分
） 

 
 

②
４
０
０
Ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
（マ
ス
ク
・ス
ノ
ー
ケ
ル
・

フ
ィ
ン
着
用
、 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み
、
制
限
タ
イ

ム
７
分
） 

 
 

③
25
Ｍ
平
行
潜
水
（制
限
タ
イ
ム
な
し
） 

 
 

④
40
Ｍ
平
行
潜
水
（マ
ス
ク
・ス
ノ
ー
ケ
ル
・フ
ィ
ン

着
用
、
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み
、
制
限
タ
イ
ム
な
し
） 

  
 

講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
 
 

☏
２―

３
１
１
４ 

 

   

南
島
に
入
島
を
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
東
京
都

自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
で
す
。 

 

た
だ
し
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
み

で
の
利
用
で
あ
っ
て
、
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た

場
合
は
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
な
く
て
も

南
島
に
入
島
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

利
用
方
法
を
南
島
の
村
民
利
用
制
度
と
呼
ん
で
い
ま

す
。 

【利
用
方
法
・手
続
き
】 

①
総
合
事
務
所
３
階
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で

指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習(

※
１)

を
受
け
る
。 

②
村
役
場
産
業
観
光
課
で
利
用
の
届
出(

※
２)

を
行

い
、
腕
章
を
受
け
取
る
。 

③
南
島
に
入
島
す
る
際
に
は
常
に
腕
章
を
着
用
し

「適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
」に
従
い
行
動
す
る
。 

④
南
島
か
ら
戻
っ
た
ら
速
や
か
に
腕
章
を
返
却
す
る
。 

※
１ 

指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習
は
原
則
と
し
て

月
に
１
回
の
開
催
で
す
。
詳
し
く
は
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー(
２―

３
４
０
３)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

※
２ 

届
出
は
平
日
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、

森
林
生
態
系
保
存
地
域
入
林
年
間
パ
ス
と
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

【適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル(

村
民
利
用
適
用
箇
所)

】 

 
 

南
島
を
利
用
す
る
に
は
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、
村

民
利
用
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
利
用
す
る
際

に
は
ル
ー
ル
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

①
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
指
示
に
従
う
。 

 

②
定
め
ら
れ
た
経
路
以
外
を
利
用
し
な
い
。 

 

③
植
物
、
動
物
、
木
片
類
、
石
な
ど
自
然
に
存
在
す

る
も
の
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
す
る
。 

 

④
動
物
、
植
物
、
種
子
、
昆
虫
な
ど
の
外
来
種
を
持

ち
込
ま
な
い
。 

 

⑤
動
物
を
驚
か
し
た
り
、
追
い
立
て
た
り
し
な
い
。 

 

⑥
岩
石
な
ど
に
落
書
き
を
し
な
い
。 

 

⑦
ご
み
は
捨
て
ず
、
す
べ
て
持
ち
帰
る
。
ま
た
、
海
へ

投
棄
し
な
い
。 

           

【そ
の
他
】 

○
海
況
や
天
候
に
よ
っ
て
は
上
陸
を
諦
め
る
な
ど
、

安
全
を
最
優
先
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

○
け
が
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
肌
を
出
来
る

だ
け
露
出
し
な
い
服
装
、
滑
り
に
く
い
履
物
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
上
陸
や
島
内
の
移
動
の
際

は
、
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

○
父
島
や
母
島
に
は
、
南
島
に
は
持
ち
込
ま
れ
て
い

な
い
外
来
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
南
島
に
新
た

な
外
来
種
を
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

靴
底
の
洗
浄
や
衣
類
等
に
付
い
た
種
子
の
除
去
、

持
ち
物
や
船
内
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
潜
ん
で

い
な
い
か
な
ど
事
前
に
入
念
な
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
南
島
は
天
然
記
念
物
お
よ
び
自
然
公
園
法
の
特
別

保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
の
動
植

物
や
岩
な
ど
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
貝
殻
や
砂
を
含

め
島
内
に
あ
る
物
の
一
切
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
鮫
池
か
ら
の
上
陸
で
は
、
上
陸
地
点

の
ラ
ピ
エ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
船
の
防
舷
材
を
し

っ
か
り
付
け
、
接
岸
は
慎
重
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

    

☏
２-

３
１
１
４ 

   

     

小
笠
原
の
生
き
物
を
守
る
た
め
に
は
、
未
侵
入
・未

定
着
の
外
来
種
の
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
で
す
。

普
段
見
慣
れ
な
い
生
き
物(

例
：カ
タ
ツ
ム
リ
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
や
セ
ミ
等
の
昆
虫
類)

や
小
笠
原
に
棲
ん
で
い

る
は
ず
の
な
い
生
き
物(

例
：ア
マ
ガ
エ
ル
・ヘ
ビ
等)

を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

(

２-

７
１
７
４)

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
、
個
体
の
引
取
り
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

☏
２−

７
１
７
４ 

     

世
界
で
も
小
笠
原
に
し
か
生
息
し
な
い
ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト(

あ
か
ぽ
っ
ぽ)

は
、
村
民
の
皆
様
の
努

力
に
よ
り
、
見
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
個
体
数
の
少
な
い
貴
重
な
鳥
で
す
。 

 

個
体
数
の
増
加
に
伴
い
、
ガ
ラ
ス
と
の
衝
突
、
交
通

事
故
等
に
よ
る
死
亡
事
例
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

春
～
夏
は
巣
立
ち
後
の
若
い
個
体
が
多
く
、
特
に
集

落
域
で
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

今
年
度
も
死
亡
事
故
が
発
生
し
始
め
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
は
普
段
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
故
や
調
査
か
ら
、
実
は

超
低
空
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。 

○
道
路
上
や
沢
筋
を
一
直
線
に
飛
ぶ 

○
日
中
、
林
の
中
や
建
物
の
間
を
す
り
抜
け
て
飛
ぶ 

 

ま
た
、
夏
季
は
海
岸
近
く(

昔
の
海
岸
林
＝
現
在
の

集
落
域)

で
餌
を
食
べ
る
個
体
が
増
え
ま
す
。 

「
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

認
定
講
習
」
の
申
込
み
を
受
付
け
ま
す 

南
島
の
村
民
利
用
制
度 

 

見
慣
れ
な
い
生
き
物
を
発
見
し
た
ら 

 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
事
故
防
止 
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そ
れ
ら
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
の
存

在
や
車
の
出
現
を
予
測
で
き
ず
、

衝
突
し
て
し
ま
う
個
体
も
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
皆
さ
ま
に
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
特
に
早
朝
、
海
岸
近
く
の
カ
ー
ブ
や
下
り
坂
は
ゆ

っ
く
り
と
、
「思
い
や
り
運
転
」を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
は
カ
ー
テ
ン
や
よ
し
ず
等
で
覆

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場
合
は
バ
ー
ド
セ
イ
バ
ー

(

猛
禽
類
の
シ
ー
ル)

を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

※
街
中
の
あ
か
ぽ
っ
ぽ
を
観
察
す
る
と
き
は
、
驚
い

た
あ
か
ぽ
っ
ぽ
が
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
、

追
い
か
け
た
り
、
取
り
囲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

 

●
問
合
せ
先 

(

ハ
ト
の
事
故
防
止
、
バ
ー
ド
セ
ー
バ
ー
配
布
に
つ
い
て) 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
  

☏
２-

７
１
７
４  

 

母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
  

☏
３-

２
５
７
７ 

 

(

野
生
鳥
獣
の
事
故
の
と
き) 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

２
１
２
５ 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所(

平
日
の
み) 

 

☏
２-

３
７
７
９ 

 

鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー
☏
０
８
０-

２
０
３
５-

８
０
７
８ 

 

母
島(

東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
員 

宮
城) 

☏
０
８
０-

８
４
９
７-

３
７
６
４ 

  
 

   

小
笠
原
諸
島
で
は
、
外
来
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
の
侵
入
に

よ
り
、
特
に
父
島
の
陸
産
貝
類
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。
母
島
に
お
い
て
も
、
エ
リ
マ
キ
コ
ウ

ガ
イ
ビ
ル
等
の
外
来
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
が
固
有
陸
産
貝

類
に
影
響
を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
外
来
陸
貝
ア
ジ
ア
ベ

ッ
コ
ウ
マ
イ
マ
イ
が
、
集
落
や
農
業
地
域
に
も
広
が
り
、

生
活
や
農
業
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
外
来
種
の
一
部
は
、
島
外
か
ら
の
「土
付

き
苗
」に
紛
れ
て
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
外
来
種
の
潜
入
リ
ス
ク
の
あ
る
土
付
き
苗

も
、
温
浴
処
理
等
を
お
こ
な
う
こ
と
で
リ
ス
ク
を
軽

減
で
き
ま
す
。 

 

母
島
で
は
、
持
ち
込
ま
れ
る
全
て
の
土
付
き
苗(

※

１)

を
対
象
に
、
「自
主
ル
ー
ル
」(

※
２)

と
し
て
温
浴

処
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
１
：小
笠
原
村
シ
ロ
ア
リ
条
例
で
は
、
イ
エ
シ
ロ
ア

リ
生
息
地
域
か
ら
の
土
付
き
苗
の
母
島
へ
の
持
ち

込
み
を
原
則
禁
止
し
て
い
ま
す
。
「は
は
の
湯
」の

対
象
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
生
息
域
外
か
ら
の
持
ち
込

み
苗
と
な
り
ま
す(

通
販
等
で
購
入
す
る
も
の
も

含
む)

。 

※
２
：小
笠
原
諸
島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
下

部
・母
島
部
会
に
お
い
て
地
域
団
体
等
と
議
論
し

て
決
定
し
た
も
の
で
す
。 

【温
浴
の
申
込
先
】 

 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合 

母
島
支
店 

 

電
話
：３―
２
３
３
１ 

 

メ
ー
ル
：info

@
o
g
a
sa

w
a
ra

-isla
n
d
s
.o

r.jp
 

 

※
苗
を
購
入
の
際
は
「沖
港
留
め
」と
し
、
な
る
べ
く

搬
入
日
よ
り
前
も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

(

温
浴
・外
来
種
対
策
に
つ
い
て) 

 

環
境
省
母
島
自
然
保
護
官
事
務
所
☏
３-

２
５
７
７ 

(

シ
ロ
ア
リ
条
例
に
つ
い
て) 

 
 

村
役
場 

環
境
課  

 
 
 
 
 
 

☏
２―

２
２
７
０ 

           

   

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。 

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施

区
域
に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
６
時
～
午
後
２
時 

【作
業
区
域
】湾
岸
通
り
や
夜
明
道
路
、
巽
道
路
な
ど

の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、

主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。(

住
宅
地
及
び
東
平

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

※
別
図
参
照 

           

【作
業
日
程
】 

５
月
12
日(

月)

、
19
日(

月)

、
26
日(

月) 

  ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

☏
２-

２
１
６
７ 

    

【開
館
日
】５
月
９
日(
金)

ま
で
毎
日
、 

13
・
17
・
18
・
21
・
22
・
30
日
、
観
光
船
入
港
中 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

【特
別
展
】 

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
～
ク
ジ
ラ
と
一
緒
に
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
」 (

本
館) 

５
月
９
日(

金)

ま
で 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
回
遊
シ
ー
ズ
ン(

12
～
翌
年
４

月
頃)

に
海
で
観
察
す
る
可
能
性
の
あ
る
生
き
も
の

に
つ
い
て
紹
介
し
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
楽
し

み
方
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
う
展
示
で
す
。 

◎
１
年
展
示
「ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
～
万
次
郎
と
小
笠

原
と
の
関
わ
り
」(

新
館)

開
催
中 

１
８
４
１
年
14
歳
の
時
に
土
佐
か
ら
漁
に
出
て
伊

豆
鳥
島
に
流
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
助
け
ら

れ
て
船
員
に
な
っ
た
万
次
郎
。
万
次
郎
の
生
涯
の
な

か
で
、
当
時
の
小
笠
原
と
深
く
関
わ
っ
た
と
い
う
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。 

【イ
ベ
ン
ト
】 

◎
ド
ッ
ク
中
で
も
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
！ 

《日
時
》５
月
18
日(

日) 

午
後
１
時
～
／
午
後
２
時
～ 

《内
容
》ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、

植
物
・動
物(

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
等)

の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館

に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

☏
２-

３
０
０
１ 

      
 「

２
０
２
４
／
２
５
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も 

あ
と
少
し
」 

 

日
ご
と
に
気
温
が
上
が
り
、
小
笠
原
に
夏
の
気
配

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
季
節
回
遊
を
行
う
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
た
ち
は
、
餌
の
豊
富
な
北
の
海
を
目
指
し
て
、

母
島
で
の
土
付
き
苗
の
温
浴
「
は
は
の
湯
」 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
排
除
作
業
（
父
島
） 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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今
頃
は
数
千
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
旅
の
途
中
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
冬
か
ら
春
に
か
け

て
小
笠
原
周
辺
海
域
で
交
尾
・出
産
・子
育
て
を
行
う

個
体
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
ロ
シ
ア
沿
岸
や
ベ
ー
リ

ン
グ
海
で
見
ら
れ
る
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
摂
餌
海
域
で
し
っ
か
り
と
栄
養

を
蓄
え
、
ま
た
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
元
気
な
姿
で
小
笠

原
へ
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。 

さ
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

を
調
べ
る
た
め
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30

分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ

は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た

結
果
で
す
。 

                       

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
ク
ジ
ラ
の
多
く
見
ら
れ
る
時
期

が
短
期
間
に
凝
縮
さ
れ
た
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
１
月
後
半
か
ら
３
月
前
半
に
か
け
て
は
、
平
均

発
見
頭
数
が
20
頭
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
急
速
に
減
少
し
、
３
月
後
半
に
は
約
13
頭
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
月
前
半
時
点
で
は
、
平
均
発
見

頭
数
は
約
７
頭
と
な
っ
て
お
り
、
減
少
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
と
比
べ
て
お
よ
そ
半
月
ほ
ど
早

い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の
最
終
確
認
日

は
５
月
26
日
で
し
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
い
つ
ま
で

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
姿
を
確
認
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 毎

年
５
月
頃
ま
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。
船
舶
の
航
行
速
度
を
落
と
し
、
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
中
も
周
囲
の
状
況
確
認
を
き
ち
ん
と
行

う
等
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
安
全
に
楽
し

む
た
め
、
そ
し
て
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
も
優
し
い
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
行
え
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
次
に
掲
げ
る

自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 

● 

問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)   

☏
２-

３
２
１
５ 

      

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
28

8 

 ―

い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事―
 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
、
と
聞
い
て
皆
さ
ま
が
ま
ず

思
い
浮
か
べ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
多
く
の
方
が
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
飼
育
し
て
い

る
ウ
ミ
ガ
メ
の
お
世
話
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

島
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
海
岸
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
調

査
、
産
卵
時
期
の
夜
の
大
村
海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
も
馴

染
み
深
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
そ
れ

以
外
に
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
に

来
遊
す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
個
体
識
別
調
査
や
展
示

館
で
販
売
す
る
商
品
の
管
理
、
セ
ン
タ
ー
内
に
生
い
茂

る
植
物
の
手
入
れ
な
ど
も
仕
事
の
一
部
で
す
。
さ
ら

に
、
表
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

研
究
や
論
文
の
執
筆
な
ど
、
学
術
的
な
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る

の
は
総
勢
８
名
の
小
さ
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
の
で
、
日
々

の
事
務
作
業
、
組
織
運
営
に
関
わ
る
作
業
な
ど
、
仕

事
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
も
少
し
珍
し
い
仕
事
が
「観
光
船
内
で

の
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」で
す
。
年
に
数
回
、
父

島
二
見
港
に
寄
港
す
る
観
光
船
に
乗
船
し
、
船
内
で

小
笠
原
の
自
然
や
野
生
動
物
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
や
ク
ジ
ラ

の
生
態
に
関
す
る
講
演
を
行
う
ほ
か
、
実
際
に
ウ
ミ

ガ
メ
を
船
に
連
れ
て
い
き
、
お
客
様
に
触
れ
て
い
た
だ

く
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

島
民
の
方
か
ら
は
「そ
ん
な
こ
と
も
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
な
の
？
」と
驚
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
海

洋
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
小
笠
原
の
魅

力
が
あ
る
と
考
え
、
日
々
準
備
と
情
報
の
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

３
月
に
「に
っ
ぽ
ん
丸
」に
乗
船
し
、
海
況
が
あ
ま
り

良
く
な
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
１
０
０
名
以
上
の

お
客
様
に
講
演
を
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

後
で
は
船
内
や
、
父
島
停
泊
中
の
青
灯
台
な
ど
で
も

「カ
メ
の
人
で
す
よ
ね
」と
お
声
が
け
い
た
だ
く
場
面

も
あ
り
、
有
難
い
こ
と
に
大
変
な
反
響
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

観
光
船
は
「お
が
さ
わ
ら
丸
」よ
り
も
島
で
の
滞
在

時
間
が
限
ら
れ
る
た
め
、
船
内
で
の
時
間
が
よ
り
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ひ
と
と
き
を
通
じ
て
、
お

客
様
に
小
笠
原
の
自
然
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
島
で
の
時
間
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
お
手
伝
い
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
月
の
観
光
船
で
は
ど

ん
な
お
客
様
と
出
会
え
る
の
か
、
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
で
す
。 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー ☏

２‐

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
九
貝
「
マ
イ
マ
イ
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」 

 

こ
の
と
こ
ろ
増
量
し
す
ぎ
て
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
が
は

ち
き
れ
そ
う
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
前
が
締
ま
ら
な
い
、
ズ

ボ
ン
が
き
つ
く
て
し
ゃ
が
め
な
い
。
し
か
し
Ｌ
サ
イ
ズ

に
買
い
替
え
る
と
気
持
ち
が
緩
む
気
が
し
て
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
な
が
ら
も
Ｍ
サ
イ
ズ
を
着
続
け
て
い
る
。  

久
し
ぶ
り
に
体
重
計
に
乗
る
と
、
勝
手
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ

(B
o
d
y
 M

a
s
s In

d
e
x

：肥
満
度
を
表
す
指
標)

も

計
算
さ
れ
「過
剰
ぎ
み
」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
意
を
決
し

て
走
り
込
み
を
し
た
ら
体
重
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
、
足
の
骨
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。 

そ
ん
な
こ
と
は
マ
イ
マ
イ
に
も
起
き
る
の
か
。
僕
は

服
を
買
い
替
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
殻
を
着
替
え
ら

れ
な
い
。
た
し
か
に
飼
育
下
で
は
殻
に
軟
体
部
が
収
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「村
民
だ
よ
り
」「ケ-

ブ
ル
テ
レ
ビ
」へ
の 

ご
意
見
募
集
し
ま
す 

 

 
 

「村
民
だ
よ
り
」 

「小
笠
原
村
ケ-

ブ
ル
テ
レ
ビ(

自
主
放
送
番
組)

」 

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！ 

 

ぜ
ひ
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【回
答
方
法
】 

ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ-

ト(G
o
o
g
le

フ
ォ-

ム
を
利
用) 

h
ttp

s
://fo

rm
s.g

le
/5

Y
N

9
e
v
M

U
y
p
tB

W

k
N

A
7
 

  (

窓
口
で
用
紙
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。) 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係☏

２-

３
１
１
１ 

ま
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
続
く
と
殻
か

ら
外
套
膜
が
は
み
出
て
、
悪
化
す
る
と
殻
か
ら
脱
げ

始
め
る(
第
７
貝
「つ
ん
で
れ
」)

。
水
分
環
境
の
管
理
で

病
的
な
殻
外
れ
が
防
止
で
き
る
が
、
そ
も
そ
も
飼
育

下
で
は
殻
サ
イ
ズ
に
対
し
て
体
重
過
多
の
状
態
か
も

し
れ
な
い
。
最
近
、
巽
島
や
南
島
で
の
野
生
復
帰
が
始

ま
り(

第
68
貝
「マ
イ
マ
イ
の
里
帰
り
」、
第
１
０
１
貝

「“
み
え
る
”マ
イ
マ
イ
の
復
活
」)

、
野
生
下
に
巣
立
っ

た
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
成
長
や
体
調
を
把
握
す
る
た
め

に
殻
サ
イ
ズ
や
重
量
の
変
化
を
計
測
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
う
い
え
ば
基
本
的
な
身
長
と
体
重
の
適
切
な

値
を
知
ら
な
い
。 

現
在
私
た
ち
の
も
と
に
い
る
マ
イ
マ
イ
た
ち
は
多

く
が
野
生
絶
滅
に
近
い
状
態
で
野
生
下
の
情
報
が
収

集
し
に
く
い
の
だ
が
、
比
較
的
ま
だ
野
生
個
体
を
確

認
で
き
る
南
大
東
島
の
オ
オ
ア
ガ
リ
マ
イ
マ
イ
を
対

象
に
野
生
下
と
飼
育
下
の
比
較
を
し
て
み
た
。
す
る

と
、
若
い
段
階
で
は
差
が
な
い
の
だ
が
、
成
熟
に
近
づ

く
と
飼
育
の
ほ
う
が
同
じ
殻
サ
イ
ズ
に
対
し
て
体
重

が
重
い
傾
向
と
な
っ
た
。
飼
育
下
の
マ
イ
マ
イ
も
オ
ト

ナ
に
な
る
と
太
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
？
今
回
は

殻
と
軟
体
部
を
分
け
て
計
測
で
き
て
い
な
く(

骨
太

か
も
し
れ
な
い)

、
体
内
に
水
を
貯
め
こ
め
る
た
め
、

ま
だ
デ
ブ
と
決
め
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
オ

ト
ナ
の
マ
イ
マ
イ
に
は
、
食
事
や
環
境
の
管
理
改
善
も

考
え
て
い
き
た
い
。
目
安
と
す
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
式
も

検
討
中
で
あ
る
。 

オ
ト
ナ
の
僕
も
マ
イ
マ
イ
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
ろ

う
か
。
ま
ず
は
深
夜
の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
や
め
る
と
こ

ろ
か
ら
。 

         

【文
】森 

英
章(

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー) 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 

☏
２―

３
１
１
７ 

       

◎
小
笠
原
村
の
由
来
と
な
っ
た
小
笠
原
貞
頼
が 

歴
史
上
に
登
場
し
た
経
緯
は
？ 

 

４
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
の

１
６
７
５
年
（延
宝
３
年
）に
嶋
谷
市
左
衛
門
と
い
う

人
物
が
無
人
島
（現
在
の
小
笠
原
の
島
々
）を
巡
検
し

江
戸
幕
府
に
報
告
し
た
こ
と
や
、
１
８
７
６
年
に
明
治

政
府
が
嶋
谷
に
よ
る
無
人
島
巡
検
と
そ
の
記
録
を
も

と
に
日
本
に
よ
る
小
笠
原
諸
島
の
統
治
を
各
国
に
通

知
し
、
国
際
的
に
日
本
領
土
と
し
て
認
め
ら
れ
る
根

拠
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
で
は
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
、
我
が
郷
土
「小
笠
原
村
」の
名
前
の
由
来

と
な
っ
た
小
笠
原
貞
頼
（さ
だ
よ
り
）と
嶋
谷
市
左
衛

門
と
の
か
か
わ
り
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

５
月
号
と
６
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
５
月
号
で
は
、
貞
頼
な
る
人
物
が
歴
史
に
登

場
す
る
経
緯
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
（注
１
）。
嶋
谷

市
左
衛
門
が
無
人
島
巡
検
か
ら
帰
っ
て
来
た
１
６
７

５
年
、
小
笠
原
長
直
（な
が
な
お
）と
称
す
る
武
士
が
、

家
来
と
共
に
、
次
回
無
人
島
巡
検
が
行
わ
れ
る
場
合
、

是
非
自
分
た
ち
を
行
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
渡
海
願

を
幕
府
の
江
戸
町
奉
行
所
に
差
し
出
し
ま
し
た
（注

２
）。
こ
の
訴
状
で
長
直
は
、
「彼
の
島
は
文
禄
２
年
に

小
笠
原
貞
頼
が
検
出
し
て
島
の
態
様
を
絵
図
と
と
も

に
報
告
し
、
徳
川
家
康
公
よ
り
御
証
文
を
頂
い
た
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
も
あ
る
の
で
、
重
ね
て
同

島
に
船
を
派
遣
す
る
際
に
御
取
り
立
て
頂
け
れ
ば
、

島
の
様
子
や
父
か
ら
の
伝
承
を
申
し
上
げ
ま
す
。
」と

述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
幕
府
か
ら
長
直
へ
の
沙
汰

は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
、
１
７
０
２
年

（元
禄
１５
年
）、
今
度
は
長
直
の
子
と
称
す
る
長
啓

（な
が
の
り
）が
再
び
長
直
と
同
様
の
訴
え
を
幕
府
に

提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
訴
え
に
対
し
て
は
、

「渡
海
の
儀
し
ば
ら
く
思
い
留
ま
る
べ
し
」と
の
沙
汰

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１
７
２
７
年
（享
保
１
２

年
）、
今
度
は
長
啓
の
子
と
称
す
る
貞
任
（さ
だ
と
う
）

が
、
３
度
目
の
同
様
の
渡
海
願
を
幕
府
に
提
出
し
ま

し
た
。
こ
の
訴
え
に
対
し
て
、
当
時
、
江
戸
南
町
奉
行

の
大
岡
越
前
守
は
、
提
出
さ
れ
た
文
書
類
を
吟
味
し

た
結
果
、
「特
に
不
審
の
点
は
な
い
」と
し
て
１
７
２
８

年
（享
保
１３
年
）「汝
の
請
願
を
許
可
す
る
」と
の
沙

汰
を
下
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
貞
任
は
高
齢
で
あ
っ
た

た
め
代
わ
り
に
甥
の
長
晃
（な
が
あ
き
）を
無
人
島
に

向
か
わ
せ
ま
し
た
が
、
遭
難
し
た
の
か
何
の
消
息
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕
府
は
１
７
３
５

年
（享
保
２
０
年
）、
貞
任
の
出
身
・経
歴
に
疑
問
が
あ

り
、
小
笠
原
氏
本
家
に
質
し
た
と
こ
ろ
、
信
州
深
志
の

城
主
の
小
笠
原
家
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
貞
任
を
財
産
、
家
財
を
没
収
の
上
、
江
戸

は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
、
五
街
道
、
畿
内
及
び
幕
府
の
直

轄
領
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
重
追
放
に
処
し
ま
し

た
（注
３
）。 

で
は
、
長
直
、
長
啓
、
貞
任
が
３
代
に
渡
っ
て
「無
人

島
は
長
直
の
父
で
あ
る
小
笠
原
貞
頼
が
見
つ
け
た
も

の
で
あ
る
。
」と
主
張
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
歴
史
的

事
実
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
６
月
号
で
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 
（注
１
） 

田
畑
道
夫
著
『小
笠
原
島
ゆ
か
り
の
人
々
』 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

Ｐ
７
～
11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（注
２
） 
「辰
巳
無
人
島
訴
状
」東
京
府
文
庫 

（注
３
） 
田
中
弘
之
著
「幕
末
の
小
笠
原
」中
公
新
書 

 
 
 
 
 
 

Ｐ
14 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 

☏
２-

３
１
１
７ 

 

 

 

                     
 

                 

「嶋
谷
市
左
衛
門
」 

小
笠
原
諸
島
巡
検 

３
５
０
周
年
記
念
事
業 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第３０３号 ― 

 

けんこう通信 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：悩んでいるひとに声をかけるって難しいなあ…。 
保健師：そうですね、まずは周囲のひとのストレスサインに気づき、悩んでいるひとが悩みを打ち

明けるきっかけづくりが大切ですね。 
クジラ：まずはできることからだね、ゲートキーパー講習を聞きに行ってみよーっと！ 

 新年度を迎え、進学、就職、転勤など環境が変わった方も多いかと思います。不慣れな環境や周囲の人間関係の変化な
ど、緊張状態が続くと自分でも気づかないうちにストレスが蓄積していき、こころや身体に様々な悪影響を及ぼします。
早めに気づいて適切に対処するためにも、こころや身体が発するサインを見逃さないようにすることが大切です。 
 今回はストレスが身体に蓄積した際に現れる症状と、悩んでいる人に周りが気づき、支える「ゲートキーパー」の役割
について紹介します。 

 

□「○○○すべき」と決めつけたりこだわってしまう   □責任感が強く、何でも自分のせいだと思ってしまう 
□予定が急に変更になるとイライラしてしまう      □他人の言葉や態度を深読みしてしまう 
□よくない出来事があるとまた同じことがあるのではと不安になる 

 

 

 

 

こんな症状はありませんか？または周りにこのような方はいませんか？ 

こころと身体のＳＯＳサイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとりで抱え込まず、相談しましょう 

このような考え癖は要注意！！ 

このような考え癖がある方はストレスを抱え込みやすい傾向にあります。 

思い当たることがあれば、変えていくように意識しましょう。 

 

 

 

 

周囲が気づく症状 

□反応が遅い、表情が暗い 
□人との交流を避ける 
□体調が悪いと訴えることが多い 
□ミスが増える 
□遅刻、早退、欠勤が増える 
□髪型や服装に気を使わなくなる 

 

 

 

 

 

□食欲がない           
□便秘・下痢の症状が続く 
□疲れやすい 
□頭痛、肩こり、胃痛がある 
□動悸、息苦しい 
□眠れなかったり夜中に目が覚める 

 

 

 

 

 

 

□気分が落ち込む 
□ワケもなくイライラする 
□集中力がなくなる 
□何をしても楽しく思えない 
□やる気が起きない 
□決断できない 

 

 

 

 

 

厚生労働省の調査によるとストレスはあるが相談をしていない人の内、約 38％の人が相談をしたいと感じては
いるものの、相談ができていない状況にあります。こころの病気は気をつければ防げるものばかりではなく、誰で
もかかる可能性があります。ひとりで悩まず、早めに周囲の人や専門家に相談をするようにしましょう。 

 

ゲートキーパーの役割をご存じですか？？ 

ゲートキーパーとは悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて必要な支援につなげ、見守る人のことです。 

特別な資格は必要ありません。誰でもだれかのゲートキーパーになることができます。 

ゲートキーパーの４つの役割 

今年度、小笠原村でも講師を招いたゲートキーパー講習を予定しています。 
詳細は村民だより６月号にてご確認ください。 

早めに専門家に相談
するよう支援する 

専門家に繋いだあと
も温かく見守る 

本人の気持ちに 
寄り添って話を聞く 

いつもと違う変化に
気づいて声をかける 

クジラの伝言板 

上記のこころと身体の SOS サインに多く当てはまる、ストレスを抱え込んでつらい時は… 

身近なひとが悩んでいる…自分にできることはないかな… 

 

気づき、声掛け 

 

話を聞く 

 

つなぐ 

 

見守る 

 



定期予防接種(父島)(母島)　 親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切

「蝙蝠谷農業団地」就農者(母島)募集〆切

入港日

親子教室(すくすくキッズ)(母島)申込〆切

GWバス増便(父島)(～４日)

母島フェスティバル 都ノヤギ駆除

出港日 行政相談所の開設(父島)

乳幼児計測会(母島)

母島巡回しつけ相談(・２１日)

新体育館・プール棟見学会(父島) 入港日

子どもの日の集い(母島) シロアリ群飛調査期間(母島北部)(～6/１２)

小笠原中学校 学校公開(～10日) 出港日

小笠原高校 学校公開(～1３日) 親子教室(すくすくキッズ)(父島)
母島巡回労働相談/親子教室(すくすくキッズ)(母島)

乳幼児健診・歯科健診　(父島) 電話による無料法律相談
弟島どろんこ外来種植物除去ボランティア申込〆切 ヘルスアップ教室(母島)申込〆切

ヘルスアップ教室(母島)申込〆切

父島返還祭(ステージ出演)申込〆切

入・出港日 おが丸夏期乗船券 村民優先発売(・2５日)

小笠原動物対処室の長期休診 (～6/2)

育児学級(親子ヨガ教室)(母島)申込〆切

育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切

弟島どろんこ外来種植物除去ボランティア ヘルスアップ教室(母島)

南洋踊り披露・体験会(父島) シロアリ対策事業(第１回)(母島)申込(～6/2)

都ノヤギ駆除

保存食・保存水の配布(父島)(大口配布)(・13日)

育児学級(歯科の会)(父島)

育児学級(親子ヨガ教室)(母島)

南洋踊り講習会(父島)(～１５日)/都ノヤギ駆除

シロアリ群飛調査期間(父島・母島集落)(～6/20) Ｊアラート試験放送

保存食・保存水の配布(父島)(小口配布)開始

小笠原村職員(施設調理・介護福祉士)募集〆切

スノーケリングインストラクター 講習」申込〆切

保健所「こころの専門相談」申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日 (開館時間：午後２:30～５:00)

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・7日・9日・12日・14日・16日・19日・21日・23日・26日・28日・30日

31 土

15 木 30 金

14 水 29 木

13 火 28 水

12 月 27 火

11 日 26 月

10 土 25 日

9 金 24 土

8 木 23 金

7 水 22 木

6 火 21 水

5 月 20 火

4 日 19 月

3 土 18 日

2 金 17 土

1 木 16 金

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

5月のカレンダー

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

※15:00着(さるびあ丸) 

※10:30発(さるびあ丸) 

※15:00発


